
奈
良
県
営
住
宅
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
三
十
年
三
月
二
十
七
日

奈
良
県
知
事

荒

井

正

吾

奈
良
県
規
則
第
三
十
二
号

奈
良
県
営
住
宅
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

奈
良
県
営
住
宅
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
四
月
奈
良
県
規
則
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

第
四
条
中
第
六
号
を
第
八
号
と
し
、
第
五
号
を
第
七
号
と
し
、
第
四
号
を
第
六
号
と
し
、
第
三
号
の

次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

四

配
偶
者
暴
力
防
止
等
法
第
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
被
害
者
で
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も

のア

配
偶
者
暴
力
防
止
等
法
第
三
条
第
三
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
る
一
時
保
護
又
は
配
偶
者
暴
力

防
止
等
法
第
五
条
の
規
定
に
よ
る
保
護
が
終
了
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
を
経
過
し
て
い
な

い
者

イ

配
偶
者
暴
力
防
止
等
法
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
裁
判
所
が
し
た
命
令
の
申
立
て
を
行

つ
た
者
で
当
該
命
令
が
そ
の
効
力
を
生
じ
た
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
を
経
過
し
て
い
な
い
も
の

五

犯
罪
被
害
者
等
基
本
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
六
十
一
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
犯

罪
被
害
者
等
で
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の

ア

犯
罪
被
害
者
等
基
本
法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
犯
罪
等
（
以
下
「
犯
罪
等
」
と
い
う
。

）
の
被
害
に
よ
り
生
計
維
持
が
困
難
と
な
つ
た
者

イ

犯
罪
等
の
被
害
に
よ
り
居
住
す
る
住
宅
が
滅
失
し
、
又
は
著
し
く
損
壊
し
た
こ
と
等
の
た
め
、

当
該
住
宅
を
居
住
の
用
に
供
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
つ
た
者

ウ

犯
罪
等
の
被
害
に
よ
り
居
住
す
る
住
宅
に
引
き
続
き
居
住
す
る
権
利
が
害
さ
れ
た
者

エ

居
住
す
る
住
宅
又
は
そ
の
付
近
に
お
い
て
犯
罪
等
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
よ
り
心
理
的
外
傷
そ

の
他
心
身
へ
の
有
害
な
影
響
を
受
け
た
た
め
、
当
該
住
宅
に
居
住
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
つ

た
者

第
六
条
中
「
第
十
三
条
」
を
「
第
十
三
条
第
一
項
及
び
第
二
十
三
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。

第
七
条
第
一
項
中
「
第
十
四
条
第
二
項
」
の
下
に
「
（
条
例
第
二
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。
）
」
を
加
え
る
。

第
八
条
中
「
第
十
七
条
第
六
項
」
を
「
第
十
七
条
第
七
項
」
に
改
め
る
。



第
九
条
第
一
項
中
「
毎
年
六
月
末
日
」
を
「
毎
年
度
、
知
事
が
定
め
る
日
」
に
改
め
、
同
条
の
次
に

次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
収
入
の
把
握
の
方
法
）

第
九
条
の
二

条
例
第
十
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
規
則
で
定
め
る
方
法
は
、
入
居
者
の
雇
主
、
取
引

先
そ
の
他
の
関
係
人
に
報
告
を
求
め
る
方
法
又
は
官
公
署
に
必
要
な
書
類
を
閲
覧
さ
せ
、
若
し
く
は

そ
の
内
容
を
記
録
さ
せ
る
こ
と
を
求
め
る
方
法
と
す
る
。

第
十
三
条
第
一
項
中
「
（
第
十
一
号
様
式
）
」
の
下
に
「
及
び
誓
約
書
（
第
三
号
様
式
）
」
を
加
え
、

同
項
に
後
段
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
誓
約
書
に
連
帯
保
証
人
の
連
署
は
、
必
要
と
し
な
い
。

第
十
三
条
第
二
項
及
び
第
十
五
条
第
二
項
を
削
る
。

第
三
十
一
条
中
「
、
第
十
五
条
第
二
項
」
を
削
る
。

第
三
十
三
条
を
削
る
。

第
三
号
様
式
中
「第

１
３

条
第

１
５

条
関

係

」
を
「第

１
３

条
関

係

」
に
、
「号

へ
の

入
居

を
決

、

「

氏

定
さ

れ
ま

し
た

が
そ

の

」
を
「号

の

」
に
、

、

「

名
㊞

を
」

注
同

居
の

承
認

申
請

を
す

る
場

合
に

つ

氏
名

㊞

に
改
め
る
。

い
て

は
連

帯
保

証
人

の
連

署
は

不
要

で
す

」

、
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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